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１回 日比野
ライブ
配信

２回 日比野
ライブ
配信

３回 日比野
ライブ
配信

４回 日比野
ライブ
配信

５回 日比野
ライブ
配信

６回 日比野
ライブ
配信

７回 日比野
ライブ
配信

８回 日比野
ライブ
配信

９回 日比野
ライブ
配信

10回 日比野
ライブ
配信

11回 日比野
ライブ
配信

12回 日比野
ライブ
配信

13回 日比野
ライブ
配信

14回 日比野
ライブ
配信

15回 日比野
ライブ
配信

訪問看護師の役割と機能と展望 在宅療養者とその家族を支える訪問看護師の役割と機能を理解し今
後の展望について検討する。

在宅療養者とその家族への支援② 高齢世帯、（日中）独居、認知症世帯など健康課題を有した在宅療
養者世帯への支援について文献や実例を用いて検討する。

在宅療養者とその家族への支援③

在宅療養者とその家族への支援① 在宅療養を継続するための支援として、退院調整・退院支援につい
て現状を捉え学修する。

在宅療養者とその家族へのリスクマネジメ
ント①

地域における災害時の支援に関するサポートシステムを把握し、在
宅や訪問看護ステーションの準備状況について検討する。

在宅療養者とその家族への支援④ 終末期にある在宅療養者とその家族介護者への支援について文献検
討と共に看護実践方法を検討する。

学習内容

在宅看護に関連する基本的理論（家族発達
理論　家族システム理論　他）②

在宅介護事例について、家族発達理論および家族システム理論を用
いて、在宅療養者および家族介護者への看護実践方法について討議
する。

家族介護者の介護力を把握するための様々なアセスメントツールを
理解し検討する。

家族の介護負担とストレスマネジメント① 家族介護者の介護負担の現状と課題について文献検討により理解す
る。

本科目の目的と目標を概観し授業日程、学修課題の確認と分担を行
う。在宅看護の変遷と対象者について学修する。

在宅療養者とその家族へのリスクマネジメ
ント②

災害時における地域の多職種連携と協働について文献を検討し検討
する。

在宅看護における倫理① 在宅看護における虐待の現状と課題について、文献検討により理解
する。成年後継制度など人権擁護に関連する諸制度について理解す
る。

在宅看護にかかわる高齢者虐待、乳幼児への虐待、意思決定支援な
どの倫理的課題について看護実践方法を検討する。

受講者への
メッセージ

家族の介護負担とストレスマネジメント② 在宅での介護事例を用い、家族介護者の価値観やＱＯＬをふまえた
ストレスマネジメントに向けた看護実践方法について検討する。

在宅看護における倫理②

生活習慣病等の慢性疾患などの健康課題を有した在宅療養者とその
家族への支援について疾患管理と生活調整に着目し検討する。

基本的理論として家族発達理論と家族システム理論について、事前
学修をもとにプレゼンテーションを行い理解を深める。

備考

１．在宅看護学の基盤となる理論について理解することができる。
２．在宅療養者とその家族を取り巻く地域の環境を捉え、在宅看護における倫理的課題について検討することができる。
３．訪問看護師の役割や機能を理解し、在宅における看護の課題を解決するための実践力について検討することができる。

教科書

レポートとプレゼンテーション（60％）討議への参加度（40％）　レポート課題については授業時に説明する。

必要時提示する。

成績評価方法
(基準)

オリエンテーション
在宅看護の変遷　在宅看護の対象者

家族介護者の介護力に関するアセスメント

事前準備
・該当する内容に関する国内外の文献から予習する。
・1テーマ40分程度のプレゼンテーションが行えるように資料等の準備する。
授業方法（対面・ライブ配信）については、学生と相談して決定する。

学習項目

参考書等

遠隔授業

保健医療福祉に関する社会の状況に注意し、療養者と家族、地域の環境や行政の動きも視野に入れ、看護実践に結び付くよう
学修を進めていくこと。

指定しない。

主担当
教　員

在宅看護に関連する基本的理論（家族発達
理論　家族システム理論 他）①

ﾃﾞｨﾌﾟﾛ
ﾏ・ﾎﾟﾘｼｰ
（DP）

１．多様化・複雑化・高度化する看護ニーズを的確に捉えるための看護学の高度な専門的知識を習得している。

履修
年次

共通科目Ⅱ

科目等
履修生単位数

(時間)
2(30)

選択
区分

授業
形態

講義

在宅看護学特論
Theories of Home Care
Nursing

日比野直子（406）
教員への連絡方法
(メールアドレス)

領域
必修

３．地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、現場のさまざまな課題について探究する能力を習得している。

1年次
前期

科目
区分

地域・在宅看護に関連する基本的な理論や概念について学修し、看護実践への活用について探求することができる。在宅看護における
倫理的課題をふまえ、在宅療養者や家族介護者を尊重する看護実践力を養うことを目的とする。地域で活動する訪問看護師の役割と機
能を理解し、今後の在宅看護の展望を検討する。


